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国
学
者
藤
井
高
尚
の
著
作
に
見
ら
れ
る
送
り
仮
名
表
記神

作
　
晋
一

一　

は
じ
め
に

　

日
本
語
史
の
近
世
期
、
文
字
表
記
研
究
に
つ
い
て
は
仮
名
遣
い
や

仮
名
文
字
遣
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
表
記
で
も
送
り
仮
名

を
取
り
上
げ
た
も
の
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
神
作
晋
一
（
二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
三
、
二
〇

〇
五
、
二
〇
一
四
ａ
、
二
〇
一
四
ｂ
等
）
で
、
本
居
宣
長
な
ど
近
世

の
国
学
者
の
送
り
仮
名
の
実
態
を
調
査
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
時

代
の
国
学
者
等
の
状
況
は
ま
だ
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
明
治
時
代
以

降
の
国
語
政
策
を
論
ず
る
に
も
、
江
戸
中
期
以
降
の
動
向
を
押
さ
え

て
お
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

　

藤
井
高
尚
（
一
七
六
四
［
明
和
元
］
～
一
八
四
〇
［
享
保
11
］）

は
い
わ
ゆ
る
鈴
屋
門
下
で
宣
長
の
門
弟
の
国
学
者
で
あ
る
。『
伊
勢

物
語
新
釈
』『
消
息
文
例
』
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
多

く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。

　

本
研
究
で
は
藤
井
高
尚
の
著
作
『
三
の
し
る
べ
』（
一
八
二
六

［
文
政
12
］
年
）、『
松
の
落
葉
』（
一
八
二
六
［
文
政
12
］
年
）
の
送

り
仮
名
を
取
り
上
げ
て
傾
向
を
分
析
・
考
察
し
、
宣
長
以
降
の
国
学

者
の
送
り
仮
名
の
実
態
を
探
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。　

　

二　

先
行
研
究

　

近
世
の
送
り
仮
名
や
語
表
記
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
池
上
禎
三
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（
一
九
五
五
、
一
九
五
七
、
一
九
八
二
）
の
指
摘
が
あ
る
。
池
上
氏

は
江
戸
後
期
滑
稽
本
の
実
態
に
ふ
れ
、「
漢
字
一
字
に
つ
き
二
音
節

の
基
準
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

実
態
の
調
査
と
し
て
は
、
原
口
裕
（
一
九
八
九
）
の
室
町
時
代
後

半
か
ら
現
代
ま
で
を
た
ど
る
詳
細
な
調
査
が
あ
り
、
近
世
で
は
『
好

色
一
代
男
』（
一
六
八
二
［
天
和
２
］）
年
刊
）、『
雨
月
物
語
』（
一

七
七
六
［
安
永
五
］
年
刊
）、『
南
総
里
見
八
犬
伝
』（
一
八
四
四

［
天
保
11
］
年
刊
）
の
三
作
に
つ
い
て
、
活
用
語
の
音
節
数
と
振
り

仮
名
の
関
係
か
ら
送
り
仮
名
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。
原
口
氏
は
そ

の
中
で
、

二
音
節
動
詞
は
振
り
仮
名
が
二
音
節
の
た
め
送
り
仮
名
は
振
り

仮
名
に
よ
る
表
記
に
な
る
。

三
音
節
動
詞
、
四
音
節
動
詞
の
活
用
語
尾
は
送
り
仮
名
で
示
す

が
、
四
音
節
動
詞
の
場
合
振
り
仮
名
が
三
音
節
に
な
る
た
め
、

時
折
三
音
節
動
詞
の
活
用
語
尾
が
振
り
仮
名
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
で
は
二
音
節
動
詞
の
送
り
仮
名
表
記
が

増
え
て
い
る
。

と
い
う
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

　

送
り
仮
名
と
音
節
数
に
つ
い
て
は
菊
地
圭
介
（
二
〇
〇
〇
ａ
）
が

定
家
本
の
動
詞
表
記
、
菊
地
圭
介
（
二
〇
〇
〇
ｂ
）
で
は
石
川
雅
望

（
一
七
五
四
～
一
八
三
〇
、
狂
歌
師
、
国
学
者
、
戯
作
者
）
の
「
お

く
り
が
な
法
」、
佐
藤
麻
衣
子
（
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
一
）
は
享
保

期
の
浄
瑠
璃
本
の
捨
て
仮
名
、
送
り
仮
名
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

神
作
晋
一
（
二
〇
〇
一
）
で
は
宣
長
が
も
っ
と
も
活
発
に
出
版
活

動
を
行
っ
て
い
た
寛
政
年
間
の
著
作
（『
菅
笠
日
記
』『
玉
あ
ら
れ
』

『
宇
比
山
踏
』）、
神
作
晋
一
（
二
〇
一
四
ａ
）
で
は
『
玉
勝
間
』、
ま

た
神
作
晋
一
（
二
〇
〇
五
）
で
は
、
口
語
文
（『
古
今
集
遠
鏡
』）
な

ど
の
論
考
を
記
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
三
音
節
動
詞
に
ほ
と
ん
ど
ゆ

れ
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
慣
用
を
考
慮
し
な

が
ら
も
、
読
み
や
す
さ
へ
の
配
慮
の
た
め
に
、
か
な
り
意
識
的
に
統

一
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
見
出
し
た
。

　

以
下
、
こ
う
し
た
動
詞
の
音
節
数
と
の
関
わ
り
な
ど
を
中
心
に
、

宣
長
以
降
の
状
況
と
し
て
藤
井
高
尚
の
著
作
の
調
査
・
分
析
・
考
察

を
行
う
。
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三　

資
料
・
調
査
手
順
に
つ
い
て

三
─
一　

調
査
対
象
に
つ
い
て

　

藤
井
高
尚
『
三
の
し
る
べ
』（
国
学
の
概
論
三
巻（

１
））『

松
の
落
葉
』

（
随
筆
四
巻（

２
））

を
取
り
上
げ
る
。
な
お
こ
の
二
作
の
出
版
に
い
た
る

経
過
は
、
工
藤
進
思
郎
（
一
九
八
二
）
等
に
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際

に
版
下
を
施
し
た
の
は
蔀
關
牛（

３
）で

あ
る
が
、
執
筆
・
校
合
な
ど
は
高

尚
本
人
の
も
の
で
あ
る
。

三
─
二　

使
用
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

　

テ
キ
ス
ト
は
『
三
の
し
る
べ
』（
略
称
『
三
』）
が
和
泉
書
院
影
印

叢
書
67
の
も
の
、『
松
の
落
葉
』（
略
称
『
松
』）
が
大
阪
心
斎
橋
通

書
肆
河
内
谷
儀
助（

４
）

の
版
本
を
使
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
『
日
本
随
筆
大

成
』（
吉
川
弘
文
館
）
の
本
文
（『
三
』
第
一
期
22
巻
、『
松
』
第
二

期
22
巻
）
を
参
照
し
た
。

三
─
三　

用
例
の
扱
い
に
つ
い
て

　

用
例
に
つ
い
て
は
、
動
詞
（
補
助
動
詞
を
含
む
）・
形
容
詞
を
取

り
上
げ
る
。
動
詞
・
形
容
詞
に
つ
い
て
は
送
り
仮
名
の
対
象
と
し
て

ど
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
見
解
が
一
致
し
て
い
る
。
な
お
二
作
と

も
文
語
文
法
で
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
、

漢
文
や
漢
文
体
の
部
分
（
引
用
な
ど
）
は
除
い
た
。

　

語
の
認
定
は
、
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
な
ど
を
参

照
し
て
、（
一
部
を
除
き
）
複
合
語
と
見
ら
れ
る
も
の
も
、
で
き
る

限
り
細
か
く
分
け
た（

５
）。

　

動
詞
・
形
容
詞
は
表
記
形
態
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
分
類
で
き

る
。（

１
）
漢
字
書
き
の
も
の　

　

例
「
立
か
へ
り
」、「
同
じ
く
て
」

（
２
）
漢
字
書
き
で
小
文
字
の
語
尾
を
付
け
た
も
の　

　

例
「
有
リ

ぬ
べ
し
」、「
同
ジ

宮
」

（
３
）
漢
字
書
き
で
振
り
仮
名
を
付
け
た
も
の　

　

例
「
越コ

エ

て
」、「
淺ア

サ

け
れ
ど
」

（
４
）
仮
名
書
き
で
右
側
に
振
り
漢
字
を
施
し
て
い
る
も
の

　

例
「
ま待つ
程
」、「
た高

 
貴か

き
人
」

（
５
）
仮
名
書
き
の
も
の　

　

例
「
ゆ
き
て
」、「
お
ほ
し
」

（
６
）「
心
…
」
の
よ
う
に
語
の
一
部
が
漢
字
の
も
の　
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例
「
心
う
さ
よ
」、「
心
ざ
し
」

　

こ
の
う
ち
（
１
）（
２
）（
３
）
の
も
の
を
今
回
の
調
査
対
象
と
す

る
。
文
語
文
法
の
活
用
体
系
と
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
り
原
形
（
終

止
形
）
を
五
十
音
順
で
示
し
、
あ
と
は
次
の
方
針
に
よ
る
。

　

１　

動
詞

　

〇
音
節
数
（
文
字
数
）・
活
用
形
式（

６
）

一
音
節
動
詞
（
Ａ
カ
変
・
Ｂ
サ
変
・
Ｇ
下
二
段
）

二
音
節
動
詞
（
Ｃ
上
一
段
動
詞
、
Ｄ
下
一
段
動
詞
、
Ｅ
ナ

変
、
Ｆ
四
段
活
用
、
Ｇ
下
二
段
、
Ｈ
上
二
段
）

三
音
節
動
詞
（
Ｆ
四
段
活
用
、
Ｇ
下
二
段
、
Ｈ
上
二
段
）

四
音
節
以
上
の
動
詞
（
Ｆ
四
段
活
用
、
Ｇ
下
二
段
、
Ｈ
上
二

段
）

　

〇
活
用
形
（
接
続
）

未
然
形
／
連
用
形
：
転
成
名
詞
（
名
詞
と
し
て
の
用
法
）、

連
用
中
止
・
接
続
助
詞
「
て
」、
助
詞
・
助
動
詞
（「
て
」
以

外
）、
複
合
語
の
前
半
部
、
連
用
修
飾
な
ど
の
上
記
以
外
の

連
用
形
／
終
止
形
：
そ
の
ま
ま
終
止
す
る
も
の
、
助
動
詞
接

続
（
と
・
べ
し
・
ら
む
・
め
り
・
ま
じ
等
）
／
連
体
形
／
已

然
形
／
命
令
形

　　

２　

形
容
詞

ク
活
用
、
シ
ク
活
用　

活
用
形
（
未
然
、
連
用
、
終
止
、
連
体
、
已
然
、
命
令
さ
ら

に
カ
リ
活
用
の
別
）、
そ
の
他
は
動
詞
の
場
合
に
準
ず
る
。

　

四　

調
査
結
果
・
分
析
・
考
察

四
─
一　

動
詞
（
表
１
・
２
）　

　

表
１
は
音
節
数
別
に
表
記
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
異
な
り
、

延
べ
（
総
数
）
と
も
四
段
動
詞
の
例
が
多
い
。
表
記
で
は
漢
字
表
記

が
一
番
多
く
、
振
り
仮
名
付
き
が
『
三
の
し
る
べ
』
で
15.8
％
（
479
例

中
76
例
）
ほ
ど
あ
る
。
小
文
字
を
付
け
た
も
の
は
わ
ず
か
に
１
例

（
成ナ

リ
出イ

デ

坐マ

す
と
こ
ろ
）
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
表
２
は
音
節
数
別
に
活
用
語
尾
表
記
の
有
無
に
つ
い
て
分

類
し
た
も
の
で
あ
る
。
音
節
で
は
２
と
３
が
語
尾
表
記
の
境
目
と
仮

定
さ
れ
る
が
、「
見
ゆ
」
な
ど
の
特
殊
事
例
や
そ
の
他
の
例
外
も
あ

る
。
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四
─
一
─
一　

一
音
節
動
詞

Ａ
カ
変
（
来く

）、
Ｂ
サ

変
（
為す

）、
Ｇ
下
二
段

（
得う

、
心

こ
こ
ろ

得う

）
（
７
）

　
四
─
一
─
二　

二
音
節
動
詞

Ｃ
上
一
段
動
詞
（
似に

る
、
見み

る
、
居ゐ

る
）

Ｄ
下
一
段
動
詞
（
蹴

る
）
は
用
例
が
な
か
っ

た
。

→
こ
こ
ま
で
は
、
語
幹
と
活

用
語
尾
が
一
致
す
る
な
ど
構

造
上
送
り
仮
名
の
ゆ
れ
等
が

問
題
と
な
ら
な
い
の
で
記
述

は
省
略
す
る
。

　　

Ｆ　

四
段
動
詞　

　

※
以
下
、
傍
線
部
は
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二
作
品
と
も
に
存
在
す
る
語

云い

ふ
、
入い

る
、
置お

く
、
負お

ふ
、
請こ

ふ
、
知し

る
、
住す

む
、
立た

つ
、

継つ

ぐ
、
富と

む
、
生な

す
、
成な

る
、
吹ふ

く
、
坐ま

す
、
持も

つ
、
行ゆ

く

（『
三
』）

云い

ふ
、
打う

つ
、
織お

る
、
買か

ふ
、
請こ

ふ
、
咲さ

く
、
知し

る
、
住す

む
、

問と

ふ
、
鳴な

く
、
縫ぬ

ふ
、
吹ふ

く
、
舞ま

ふ
、
召め

す
、
持も

つ
、
焼や

く
、

行ゆ

く
、
読よ

む
、
折を

る
、（『
松
』）

　

こ
れ
ら
は
活
用
語
尾
が
送
ら
れ
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

振
り
仮
名
が
付
さ
れ
た
場
合
、
活
用
語
尾
は
振
り
仮
名
に
含
ま
れ

る
。
例
外
と
な
る
の
は
次
の
通
り
。
振
り
仮
名
の
付
さ
れ
た
も
の
が

多
い
。生ナ

し
、
生ナ

し
つ
ゝ
、
負オ

ひ
、
請
は
ん
に
、
坐マ

し
、
坐マ

す
と
こ

ろ
、
知シ

り
た
ま
ふ
、
知シ

り
た
ま
ふ
、
知シ

り
て
、
知
る
べ
し
。
成ナ

リ
出
（『
三
』）

云
ひ
、
行
け
る
は
ど
に
、
織
り
た
る
あ
り
。
織
り
た
る
布
な
ら

め
ど
、
請
ふ
こ
ゝ
ろ
に
、
折
り
と
り
、
読
め
る
は
、
舞
ふ
に

（『
松
』）

　　

Ｇ
Ｈ　

下
上
二
段
動
詞

明あ

く
、
出い

づ
、
消き

ゆ
、
副そ

ふ
、
見み

ゆ
、
竟を

ふ
（
下
二
段
）
生お

ふ
、
老お

ゆ
（
上
二
段
）（『
三
』）

出い

づ
、
消き

ゆ
、
裁た

つ
、
見み

す
、
見み

ゆ
、
分わ

く
、（
下
二
段
）
隕お

つ
、
生お

ふ
、
老お

ゆ
、（
上
二
段
）（『
松
』）

　

下
二
段
・
上
二
段
に
お
い
て
も
二
音
節
動
詞
で
は
活
用
語
尾
が
表

記
さ
れ
て
い
な
い
。
振
り
仮
名
も
漢
字
部
分
に
含
ま
れ
る
。
例
外

は
、「
見
ゆ
」
を
除
く
と
、「
竟ヲ

ヘ
た
ま
へ
る
（『
三
』）」、「
竟ヲ

へ
ぬ

る
（『
三
』）」
の
２
例
で
あ
る
。
二
段
活
用
の
連
体
形
の
例
は
「
出

る
は
、
出
る
も
の
に
し
あ
れ
ば
、
出
る
よ
し
を
、（『
三
』）」
で
あ

り
、「
…
る
」
の
み
を
送
っ
て
い
た
。

　　

Ｅ　

ナ
行
変
格
活
用

　
　

死し

ぬ　

※
『
三
』『
松
』
と
も
に
用
例
あ
り

　
　

死シ
ニ

た
る
後
、
死
た
る
人
、
死
て
、
死シ

ぬ
べ
き
人
（『
三
』）

死
に
け
る
家
に
て
、
死
に
た
ら
ん
後
、
死
に
た
る
家
の
、
死
に

た
る
處
の
、
死
に
た
る
処
は
、
死
に
た
る
処
も
、
死
に
た
る

人
、
死
に
つ
る
人
の
、
死
ぬ
る
も
の
な
し
（『
松
』）
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四
─
一
─
三　

三
音
節
動
詞

　

Ｆ　

四
段
動
詞

証あ
か

す
、
出い

だ

す
、
斎い

つ

く
、
思お

も

ふ
、
帰か

へ

る
、
忌き

ら

ふ
、
降く

だ

す
、
降く

だ

る
、

好こ
の

む
、
過す

ぐ

す
、
祟た

た

る
、
給た

ま

ふ
、
賜た

ま

ふ
、
作つ

く

る
、
遺の

こ

る
、
昇の

ぼ

る
、

侍は
べ

る
、
申ま

う

す
、
禍ま

が

る
、
祭ま

つ

る
、
祀ま

つ

る
、
守ま

も

る
、
恵め

ぐ

む
、
任よ

さ

す
、

渡わ
た

る
、
拝を

が

む
、（『
三
』）

出い
だ

す
、
至い

た

る
、
写う

つ

す
、
起お

こ

る
、
思お

も

ふ
、
帰か

へ

る
、
通か

よ

ふ
、
降く

だ

す
、

好こ
の

む
、
殺こ

ろ

す
、
記し

る

す
、
過す

ぐ

す
、
給た

ま

ふ
、
賜た

ま

ふ
、
散ち

ら

す
、
使つ

か

ふ
、

作つ
く

る
、
造つ

く

る
、
和な

ご

す
、
残の

こ

る
、
登の

ぼ

る
、
侍は

べ

る
、
申ま

う

す
、
祭ま

つ

る
、

学ま
な

ぶ
、
結む

す

ぶ
、
笑わ

ら

ふ
、
拝を

が

む
、（『
松
』）

　

活
用
語
尾
が
過
不
足
な
く
送
ら
れ
、
振
り
仮
名
も
語
幹
部
分
に
限

ら
れ
、
活
用
形
に
よ
る
差
も
な
く
、
安
定
し
た
表
記
形
に
な
っ
て
い

る
。

　

例
外
は
「
申
す
」「
侍
る
」
で
あ
る
。

　
ａ
．「
申
す
」
系
21
例
（『
三
』
３
、『
松
』
18
）

　
　
「
申
」　

系
27
例
（『
三
』
４
、『
松
』
23
）

　

ｂ
．「
侍
る
」
系
19
例
（『
三
』
５
、『
松
』
14
）

　
　
「
侍
」
系
３
例
（『
三
』
３
、『
松
』
０
）

　
「
申
す
」
は
送
り
仮
名
の
な
い
も
の
の
方
が
多
い
。「
侍
る
」
は
送

り
仮
名
を
付
し
た
も
の
が
多
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
や
は
り
漢
文

体
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｇ
Ｈ　

下
上
二
段
活
用
動
詞

合あ
は

す
、
婚あ

は

す
、
生う

ま

る
、
数か

ず

ふ
、
堅か

た

む
、
聞き

こ

ゆ
、
福さ

か

ゆ
、
定さ

だ

む
、

伝つ
た

ふ
、
教を

し

ふ
（
下
二
段
）
用も

ち

ふ
（
上
二
段
）（『
三
』）

合あ
は

す
、
治お

さ

む
、
収お

さ

む
、
仰お

ほ

す
、
聞き

こ

ゆ
、
定さ

だ

む
、
尋た

づ

ぬ
、
伝つ

た

ふ
、

止と
ど

む
、
停と

ど

む
、
乱み

だ

る
、
教を

し

ふ
（
下
二
段
）
用も

ち

ふ
（
上
二
段
）

（『
松
』）

　

二
段
活
用
の
場
合
も
活
用
語
尾
が
正
確
に
送
ら
れ
て
い
て
、
安
定

し
た
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
振
り
仮
名
を
振
る
場
合
は
語
幹
の
部
分

だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
。
例
外
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ａ
． 

定
て
、（『
三
』）

　

ｂ
．〈
を
し
ふ
（
教
）〉
66
例　

　
　
「
教
ふ
」
系
16
例　
「
教
」
系
50
例
（
す
べ
て
名
詞
形
の
例
）

　
ｃ
．
二
段
活
用
の
連
体
形 

　
　

例
：
合
る
や
う
、
治
る
は
、
用
る
こ
と
ゝ
は
、
用
る
こ
と
の

　
四
─
一
─
四　

四
音
節
以
上
の
動
詞

　

Ｆ　

四
段
動
詞
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荒あ
ら

ぶ
る
、
行お

こ
なふ

、
悲か

な

し
む
、
交ま

じ

は
る
、
奉

た
て
ま
つる

、（『
三
』）

誤あ
や
まる

、
荒あ

ら

ぶ
る
、
敬う

や
まふ

、
苦く

る

し
む
、
定さ

だ

ま
る
、
尊た

ふ
とむ

、
貫つ

ら
ぬく

、

奉た
て
ま
つる

、
掌

つ
か
さ
どる

、
仕

つ
か
ま
つる

、（『
松
』）

　

四
音
節
以
上
の
動
詞
の
場
合
も
、
三
音
節
動
詞
の
場
合
と
同
じ

く
、
活
用
語
尾
が
正
確
に
送
ら
れ
て
い
る
。
振
り
仮
名
も
語
幹
部
分

だ
け
で
あ
る
し
、
安
定
し
た
表
記
形
に
な
っ
て
い
る
。

行オ
コ
ナ

ひ
の
、
行
ひ
も
、
行
ふ
人
、
行オ

コ
ナ

ふ
べ
き
、
奉
ら
ん
も
、
奉

り
、（『
三
』）

尊
み
て
い
ふ
こ
と
、
定
ま
れ
る
は
、『
松
』

　

Ｇ
Ｈ　

下
上
二
段
活
用

考か
ん
がふ

、
幸さ

き
はふ

（『
三
』）

改あ
ら
たむ

、
考か

ん
がふ

、
畜た

く
はふ

（『
松
』）

　

こ
れ
ら
も
四
段
活
用
と
同
様
、
活
用
語
尾
が
送
ら
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
二
段
活
用
の
連
体
形
、
已
然
形
の
例
で
は
、「
考
ふ
」

を
例
に
と
る
と

　
「
考
ふ
る
」
１
例
、「
考
る
」
13
例
（『
三
』
０
例
『
松
』
13
例
）

で
あ
っ
た
。
最
後
の
一
文
字
を
送
る
こ
と
が
標
準
に
な
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

　

四
─
二　

形
容
詞
（
表
３
）

　

四
─
二
─
一　

ク
活
用

明あ
か

し
、
浅あ

さ

し
、
厚あ

つ

し
、
多お

ほ

し
、
清き

よ

し
、

寒さ
む

し
、
少す

く
なし

、
高た

か

し
、
近ち

か

し
、
長な

が

し
、

名な

高た
か

し
、
直な

ほ

し
、
広ひ

ろ

し
、
深ふ

か

し
、
短

み
じ
か

し
、
善よ

し
、（『
三
』）

青あ
を

し
、
多お

ほ

し
、
清き

よ

し
、
黒く

ろ

し
、
白し

ろ

し
、

高た
か

し
、
貴た

ふ
とし

、
近ち

か

し
、
遠と

ほ

し
、
長な

が

し
、

名な

高た
か

し
、
深ふ

か

し
、
古ふ

る

し
、
丸ま

ろ

し
、

（『
松
』）

清キ
ヨ

く
、
清
く
な
り
、
近
き
世
に
は
、
短

し
と　

　

活
用
語
尾
が
送
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、

「
善ヨ

キ

神
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
語
幹
が
一

音
節
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
四
─
二
─
二　

シ
ク
活
用

悪あ

し
、
同お

な

じ
、
正た

だ

し
、
楽た

の

し
、
久ひ

さ

し
、
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貧ま
づ

し
、（『
三
』）

美う
つ
く

し
、
同お

な

じ
、
正た

だ

し
、
甚

は
な
は
だ

し
、
久ひ

さ

し
、
貧ま

づ

し
、
珍め

づ

ら
し
、
雄を

を

し
（『
松
』）

同
じ
さ
ま
に
、
久
し
く
な
り
ぬ
。
正
し
き
神
道
、
正タ

ヾ

し
く
あ
る

べ
き

　

シ
ク
活
用
の
場
合
も
、
お
お
む
ね
活
用
語
尾
が
送
ら
れ
て
い
る

が
、
例
外
と
し
て
、

悪ア
シ
キ

神
、
悪ア

シ

か
り
し
、
悪ア

シ

き
国く

に

、
悪
き
事
、
悪ア

シ

く
、
正タ

ヾ
シ

く
、
貧

マ
ヅ
シ

き
と
、
貧
く
て
も
」（『
三
』）

　

な
ど
が
あ
る
。
振
り
仮
名
が
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、「
し
」

の
部
分
が
ひ
ら
が
な
で
表
記
さ
れ
な
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。『
松
の

落
葉
』
は
一
例
（「
珍
ら
し
き
」）
を
除
き
す
べ
て
活
用
語
尾
が
過
不

足
な
く
表
記
さ
れ
て
い
た
。『
三
の
し
る
べ
』
で
は
一
部
振
り
仮
名

に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
、
活
用
語
尾
表
記
が
な
い
か
不
足
し
て
い

る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

５　

ま
と
め

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る
。

　

１
．
三
音
節
以
上
の
動
詞
は
活
用
語
尾
が
送
ら
れ
る
が
、
二
音
節

以
下
の
動
詞
は
活
用
語
尾
が
基
本
的
に
は
漢
字
部
分
に
含
ま

れ
る
も
の
の
、
例
外
と
な
る
２
音
節
動
詞
の
活
用
語
尾
表
記

が
増
え
て
い
る
。

　

２
．
１
の
原
則
で
不
都
合
が
生
じ
る
場
合
、「
よ
み
」
を
示
す
の

は
振
り
仮
名
と
な
る
。

　

３
．
形
容
詞
は
、
原
則
的
に
活
用
語
尾
に
過
不
足
な
く
安
定
し
た

表
記
で
あ
る
が
、
シ
ク
活
用
な
ど
で
不
十
分
な
表
記
が
目
立

つ
。

　

今
回
の
藤
井
高
尚
の
調
査
で
は
、
基
本
的
に
は
宣
長
の
も
の
と
同

じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
一
部
の
語
で
二
音
節
動
詞
で
も
一

律
に
活
用
語
尾
を
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
た
。
読
み
誤
り
そ

う
な
と
こ
ろ
は
一
律
に
振
り
仮
名
を
駆
使
し
て
い
る
部
分
も
あ
っ

た
。

　
主
要
参
考
文
献

池
上
禎
三
（
一
九
五
五
）「
明
治
以
来
の
正
書
法
」『
言
語
生
活
』
46　

22

─
23
頁

池
上
禎
三
（
一
九
五
七
）「
国
語
表
記
法
の
諸
問
題
」『
続
日
本
文
法
講
座
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２
』　

明
治
書
院　

25
頁

池
上
禎
三
（
一
九
八
二
）「
表
記
の
歴
史
か
ら
見
た
現
代
語
」『
講
座
日
本

語
学
２
』
明
治
書
院　

８
頁

神
作
晋
一
（
二
〇
〇
一
）「
本
居
宣
長
の
送
り
仮
名
意
識

─
漢
字
と
仮

名
の
関
係

─
」『
国
語
文
字
史
の
研
究
６
』　

和
泉
書
院　

神
作
晋
一
（
二
〇
〇
三
）「
上
田
秋
成
の
送
り
仮
名

─
富
岡
本
『
春
雨

物
語
』
を
対
象
と
し
て

─
」『
千
葉
大
学
日
本
文
化
論
叢
』
４　

二

〇
〇
三
年
三
月 

神
作
晋
一
（
二
〇
〇
五
）「『
古
今
集
遠
鏡
』
の
送
り
仮
名

─
口
語
表
記

の
与
え
た
影
響

─
」『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
六
─
五　

二
〇
〇
五
年

五
月

神
作
晋
一
（
二
〇
一
四
ａ
）「
本
居
宣
長
『
玉
勝
間
』
の
送
り
仮
名
」『
台

湾
日
本
語
文
學
』
35　

二
〇
一
四
年
六
月　

325
─
349
頁

神
作
晋
一
（
二
〇
一
四
ｂ
）「
尾
崎
雅
嘉
『
古
今
和
歌
集
鄙
言
』
の
送
り

仮
名
」『
南
台
人
文
社
会
學
報
』
12　

二
〇
一
四
年
十
一
月　

141
─
165

頁
菊
地
圭
介
（
一
九
九
六
）「
お
く
り
が
な
」「
す
て
が
な
」
の
語
史
」『
語

文
（
日
本
大
学
）』
94　

一
九
九
六
年
三
月

菊
地
圭
介
（
二
〇
〇
〇
ａ
）「
藤
原
定
家
自
筆
か
な
文
献
に
お
け
る
動
詞

表
記
に
つ
い
て

─
い
わ
ゆ
る
「
お
く
り
が
な
」
を
漢
字
と
か
な
の
使

用
法
の
中
に
位
置
付
け
て
考
え
る

─
」
小
久
保
崇
明
編
『
国
語
国
文

学
論
考
』
笠
間
書
院

菊
地
圭
介
（
二
〇
〇
〇
ｂ
）「
石
川
雅
望
の
「
お
く
り
が
な
法
」
に
つ
い

て
」『
解
釈
』
46
─
５
・
６　

二
〇
〇
〇
年
六
月

久
保
田
篤
（
一
九
九
九
）「
黄
表
紙
の
片
仮
名
」『
国
語
と
国
文
学
』
76
─

５　

一
九
九
九
年
五
月
特
集
号

工
藤
進
思
郎
（
一
九
八
二
）「
藤
井
高
尚
『
松
の
落
葉
』
の
刊
行
と
著
述

祝
─
中
村
寛
宛
書
簡
に
よ
る
考
察
を
中
心
と
し
て
」『
岡
山
大
学
文
学

部
紀
要
』
３

坂
口
至
（
一
九
八
七
）「
近
世
初
期
の
送
り
仮
名

─
和
泉
流
古
狂
言
『
和

泉
家
古
本
』
の
場
合

─
」『
国
語
国
文
研
究
（
熊
本
大
学
）』
25　

13

頁
佐
藤
麻
衣
子
（
二
〇
一
〇
）「
享
保
期
浄
瑠
璃
本
に
お
け
る
捨
て
仮
名
─

『
出
世
握
虎
稚
物
語
』
の
調
査
か
ら
」『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
紀
要
』
16　

59
─
71
頁

佐
藤
麻
衣
子
（
二
〇
一
一
）「
送
り
仮
名
の
軌
範
と
問
題
点
─
享
保
期
浄

瑠
璃
本
『
出
世
握
虎
稚
物
語
』
の
調
査
か
ら
『
日
本
女
子
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
紀
要
』
17　

29
─
40
頁

原
口
裕
（
一
九
八
九
）「
近
代
の
送
り
仮
名
」『
漢
字
講
座
４　

漢
字
と
仮

名
』　

武
蔵
野
書
院
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注（

1
）「
道
の
し
る
べ
」（
古
道
論
）、「
歌
の
し
る
べ
」（
歌
論
）、「
文
の

し
る
べ
」（
文
章
論
）
の
３
巻
か
ら
な
る
。

（
2
） 

神
祇
・
和
歌
・
有
職
・
語
学
や
一
般
風
俗
な
ど
に
及
ぶ
随
筆
集
。

（
3
）
画
家
。
名
は
徳
風
、
字
は
子
堰
、
通
称
仙
三
、
大
坂
の
人
。
蔀
関

月
の
男
で
立
売
堀
一
丁
目
に
居
住
、
画
法
を
父
に
授
か
り
、『
摂
津

大
坂
全
図
』
で
知
ら
れ
た
。
他
に
『
古
状
揃
具
註
抄
』『
庭
訓
往
来

具
註
抄
』『
女
諸
礼
綾
錦
』
な
ど
。
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
没
、

行
年
不
詳
。（
三
善
貞
司
『
大
阪
人
物
辞
典
』
清
文
堂
出
版　

二
〇

〇
〇
年
）

（
4
） 

愛
媛
県
大
洲
市
立
図
書
館
蔵
本
（
国
文
学
資
料
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
通
じ
て
閲
覧
）

（
5
） （
た
と
え
ば
「
寫
し
誤
れ
る
」
と
あ
る
場
合
、「
寫
す
」
と
「
誤

る
」
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
語
尾
と
下
接
語
を
考
え
る
も
の

と
す
る
。）

（
6
） 

ラ
変
に
つ
い
て
は
、
考
察
の
都
合
上
、
四
段
動
詞
と
と
も
に
考
察

す
る
。

（
7　

 

「
心
得
」「
出
来
」
は
正
確
に
は
一
音
節
動
詞
で
は
な
い
が
、
活

用
は
そ
れ
ぞ
れ
「
得
」「
来
」
と
同
じ
な
の
で
一
音
節
動
詞
へ
分
類

し
た
。


